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～ あるカップルの話 ～ 
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かかしでは、様々な相談を受けている。多くは

不登校相談や会社での不適応・鬱などであるが、

時々カップルの相談が寄せられる。今回はそんな

ケースの一つを紹介しようと思う。 

 

 

家族 

 夫の武さんは５１歳で会社員。妻の早紀さんは

５２歳、パート従業員。息子が二人。長男は２７

歳で会社員。遠方の大きな市にいる。次男は２５

歳、道外で一人暮らしをしている。現在夫婦二人

暮らし。武さんの両親は既に亡くなっており、兄

弟は兄がいたが既に亡くなっている。早紀さんの

両親は健在で遠方に在住。早紀さんにも姉と弟が

いて、それぞれ家族を持ち、姉家族が両親と同居

している。 

  

相談経過 

 雪が解け、新年度が始まるころ、武さんと早紀

さんのお二人が相談室に見えた。武さんは、体格

ががっちりとしていて、色黒で、目の大きなはっ

きりとした顔立ちで、精力的な感じの方だった。

一方早紀さんは、やや細身、色白で、かといって

か弱い感じもなく、細面のしっかりした方だった。 

 先に早紀さんが入り、あとから武さんが入って

きて座った。自己紹介をした後、早紀さんが一気
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に話し始めた。 

 ２０歳で結婚し３２年子育てやら大変なこと

はあった。１５年位前に、自分の浪費癖で武さん

に自己破産させたという負い目はあるものの、仲

良くやって来たと思っていた。しかし、昨年から

夕飯は要らないということが増え、夜家を空ける

ことも増えた。どうも武さんの行動がおかしいと

思い、注意してみたらどうも浮気をしているらし

いことが分かった。ある日パチンコに行くと言っ

て出かけたあとをつけたら、パチンコ店ではなく、

女性の家に行っていた。同じ会社の４０代の女性

で単身。早紀さんも知っている人だった。そこで、

武さんにも浮気をしていることを知っていると

伝え、白状させたら、もう５年くらいつき合って

いることが分かった。５年も騙されていたことに

腹が立ち、相手の女性のところにも押しかけて別

れるよう話した。相手の女性は、母子家庭だった

が、子どものことやら自分のことで相談にのって

もらっていたところ、そういう関係になってしま

ったと詫びてはくれた。許せはしないけど・・・。

武さんにも、二度と相手のところにはいかない約

束をさせた。でも同じ会社にいるので、また会う

のではないかということと、長年騙されていたこ

と、武さんがどう思っているのかが良くわからな

いことなどでモヤモヤして、どうしても何度も武

さんを詰ってしまい、その結果喧嘩になることを

繰り返している。そこで、ここに相談に行こうと

誘った。武さんはしぶしぶだったが来ることにな

った。というのが大体の流れである。 

 浮気か。そういう相談はちょくちょくある。夫

の浮気も妻の浮気もあるが、今回は夫の浮気。そ

れに対する妻の反応もさまざまである。絶対に許

せないから浮気がばれた時点で即離婚となった

ケースもあれば、「離婚したら女のところに行く

から絶対に離婚してやらない、ずっとこき使って

やる」という執念めいたことをいうケースもあっ

た。さてこのケースでは早紀さんはどうするつも

りか？そんなことを考えながら、早紀さんと武さ

んに色々質問を投げていく。直接的に訊くことも

あれば、片方にもう一方の気持ちを答えさせると

いう円環的手法を使うこともする。 

 その結果わかったことは、武さんは、早紀さん

に対する不満があったときについという感じだ

ったこと、早紀さんが離婚したいというなら応じ

ること、また慰謝料も支払う気持ちでいること、

ただ相手の女性に対しては慰謝料請求をしない

でほしいという考えがある事が分かった。一方早

紀さんの方は、離婚をするつもりはないこと、相

手の女性には慰謝料請求をするつもりであるこ

と、どうしても怒りが湧いてきて詰ってしまう事

などが話された。 

 調停で言えば、夫婦円満調停のようなものであ

る。武さんとしても離婚をしたいわけでもなさそ

うなのが分かったので、まずは二人の関係性を良

くする方法を考えていこうと思った。 

 そこで最近の二人の様子を尋ねてみた。今日来

るときは車の中で何か話しながら来たのか？（遠

方からの来談者で、住んでいるところから車で２

時間以上かかる。）ときくと、殆ど無言だったと

のこと。家での会話も少ないという。話すとつい

早紀さんが怒りを出し、浮気のことに話が言って

しまって詰るので、武さんと口喧嘩になってしま

うからという。 

 早紀さんの怒りは理解できるが、いつまでも詰

って関係性を悪くするのは得策ではない。早紀さ

んの怒りに心理療法を用いて処理し、また怒りを

感じたら心理療法を用いることを勧めた。次に、

これから二人が関係を戻すためにどうすれば良

いか考えてもらった。二人だけの時に詰るのをや

め、カウンセリングに来た時に不満や怒りを表出

するというのはどうだろうかという話になった。

武さんも、詰られなければ腹を立てることもない

のでそのほうが良いと双方このやり方を試して

みたいと言った。 

 正直、感情をコントロールするのは中々難しい。

怒らない、詰らないようにするという目標設定だ

と大抵失敗するだろうと思い、二人で楽しいこと

を一緒に楽しむ方が良いのではないかと話し、何

か二人で楽しめそうなことは無いかと訊いてみ

た。 
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 二人で話し合ってもらった結果、二人とも映画

が好きなので、映画を観るということになった。

映画はテレビでも DVD でも映画館でも良いこ

とにし、二人の時間があるときは映画を観て、観

た映画について、どこが良かったかという話をし

てみてはと言ってみた。 

 それなら何とかできそうだというので、早紀さ

んは怒りを心理療法でコントロールしながら、二

人の時間は映画を楽しむという形で納得し、次回

まで続けてもらうこととなった。 

 ３週間後に再来室していただき、この３週間の

報告をして貰った。 

 最初の内は何とか映画を楽しむことができた

が、やはり怒りは出てきて心理療法を使う前に怒

りが爆発し、大きな喧嘩をしてしまった。言い合

う中で、早紀さん自身も自己破産させたことなど

迷惑をかけたことに思い至り、少し怒りが抜けた

とも話していた。まだ武さんを許せる自信がなく、

騙される不安、傷つく不安があると訴えた。 

 一方武さんは、早紀さんを傷つけたことは認め

るが、いつまでも繰り返し怒りをぶつけられるの

もしんどい、もういい加減終わっても良いのでは

ないかという考えでいた。そこで、筆者から「何

年もの間裏切り続け、だまし続けたことは、武さ

んの中ではそれほど大きなことになっていない

のかもしれないが、早紀さんの中では、中々整理

のつかない、とても大きな傷になっているという

ことを理解してほしい。まだしばらくは詰られる

覚悟をしてほしい。武さんが早紀さんの信頼を再

び得られるには時間がかかるだろう。」と伝えた

ところ、理解してくれた。 

 ここで、前回二人が考えた、詰るのはカウンセ

リングに来た時だけという約束を再び持ち出し

て来て、それを実行してみたいとなり、それを支

持した。と同時に改めて、早紀さんの傷つきに心

理療法を施療し、怒りを感じたらその場を離れて

心理療法を使うことを提案して、二回目の面談が

終了となった。 

 １か月後に３回目の面談となった。二人の関係

性は前回から今回までの報告の中でも、随分よい

雰囲気になってきてはいた。ただ早紀さんに言わ

せると、「関係は良くなって来たけど夫婦関係が

持てない」という。武さんに、関係を持ちたいと

いう気持ちにならないのかと訊くと、そういうわ

けではないがどうしたらよいかわからないとの

こと。その言葉をそのまま早紀さんに聞かせるこ

とで、早紀さんが受け入れられれば可能であるこ

とが早紀さんにも伝わった。二人の会話は以前の

ようなトゲトゲしたものは無く、自然で、食事も

一緒に食べているし、寝るのも一緒であることは

分かったので、簡単なことを始めてみてはどうか

と伝え、カップルの最初の関係性のように、まず

は手をつないで寝てみてはという提案をしてみ

た。二人ともそれくらいならできるというので、

寝る時は必ずそうしてほしいと伝え、３回目の面

談を終えた。 

 更に１か月後、４回目の面談にいらした。手を

つないで寝る事を続けるうちに、関係性が深まり、

夫婦関係を持てるようになったとの報告があっ

た。早紀さんの中では、まだ少しモヤモヤが残っ

てはいたし、たまに喧嘩をすることもあるようだ

が、何とかやっていけそうというのでいったん終

了とした。その後、早紀さんに電話で様子を確認

したところ、うまくやっているとのことであった。 

 

 

まとめ 

 このケースは、夫婦が両親になり、子どもたち

が巣立って、再び夫婦二人だけに戻る時に問題が

起こったケースである。夫婦には、危機と言われ

る時期が何度かある。 

一つ目が夫婦になったとき。そこでは双方の文

化・慣習などのぶつかり合いがある。食事中はテ

レビをつける vsつけない、朝食はご飯 vsパン、

男性もトイレは座って vs立ってなどなど、細か

なところでもぶつかることになる。生まれも育ち

も違う者同士が一緒に住めば、いろいろ違いが出

てぶつかるのも仕方がない。明治・大正の時代で

あれば、嫁は嫁入り先の文化に合わせなければな
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らなかったからぶつからなかっただろうが、今の

時代は双方主張するからぶつかる。ここが一つ目

の夫婦の危機で、離婚になることもある。 

二つ目の危機は、第一子が生まれた時である。

妊娠から出産、そして赤ちゃんの育児というとこ

ろで、母親はつわりを経験し、流産しないように

気を付け、大きなおなかを抱えてしんどい思いを

しながらも、少しずつ母親になっていける。そし

て赤ちゃんが生まれたら、そこから母親としてあ

れこれしなければならないことが増えてくる。母

親自身初めての子育てでいっぱいいっぱいにな

り、イライラしてつい父親に当たってしまう事さ

えある。一方の父親はと言えば、赤ちゃんを産む

ことも、母乳をあげることも、父親には出来ない。

それゆえ父親は父親としての自覚を中々持てな

い。最近は父親も育休を取って育児をしていくこ

とで父親としての自覚を育てている人も増えた

が、育休を取っている父親はまだまだ少ない。自

分は仕事があるんだ、外で稼いでいるんだ、疲れ

ているんだと言って育児に参加しないと、母親の

怒りを買うことになり、その結果夫婦仲が悪くな

ることもある。また、母親が赤ちゃんファースト

で動いていると、赤ちゃんが生まれるまでは夫フ

ァーストだったのにと赤ちゃんに嫉妬を感じる

未熟な父親になったりして、それもまた母親の怒

りを買うことになり、夫婦関係が悪くなってしま

うことになる。このように、第一子誕生時が二つ

目の夫婦の危機と言われる。 

そして、三つ目が、今回のケースのような子育

てを終え、両親という役割が主体だったものが夫

婦二人という生活に戻ったときである。両親とし

ての役割を果たす中で夫婦の関係性は弱まり、子

を鎹にしていた場合は、子どもが巣立った途端に

離婚になったりする。熟年離婚が多いのはそうい

うことだろう。夫婦二人に戻るとなると、今まで

我慢していたことも我慢できなくなる。よく聞く

のは、奥さんの方が旦那さんの加齢臭が耐えられ

ないというもの。実は奥さんの方も加齢臭がある

のだが、気づいていないのかもしれない。自分の

匂いは気付きにくいから。それこそ「坊主憎けり

ゃ袈裟まで憎い」で、いったん気になりだすとあ

れもこれも嫌になってしまう。会話は減り、一緒

に活動することも減る。これでは夫婦の関係が良

くなることは無いだろう。 

この三つの危機の頃に、浮気の問題も絡んでく

ることがある。新婚は平和かと思いきや、新婚

早々浮気が問題となったケースにも会った。妻の

妊娠中や出産で里帰りしている間に夫が浮気し

たというケースにも出会った。そして今回のよう

に、子育てが終わった熟年夫婦のところで浮気問

題が発覚したケースにも出会っている。 

夫の側の浮気が圧倒的に多いが、妻の側の浮気

もちょくちょくある。妻の浮気の場合夫が相談に

来ることになるが、大抵妻を許さず離婚を決めて

いる。相談内容は子どもの親権と子どもへのダメ

ージについてになる。 

 昨今離婚のハードルは低くなり、気軽に離婚す

るようになってきた。離婚理由はそれぞれである。

一組のカップルが、長期にわたり一緒に過ごして

添い遂げることはますます難しくなった。という

のも、各自が自己主張をし、自分を大事にしよう

とするからでもあると思う。人に合わせていくこ

とは自分をある程度抑えることになる。それが耐

えられないと喧嘩になる。喧嘩でどちらかが折れ

なければ決裂になる。どちらか一方だけが折れて

いるといつかその不満が爆発する。我慢させたら

何か埋め合せ的なものが無いとバランスはとれ

ない。お互いに欠陥だらけの人間同士である。マ

ウンティングをしている間はいざこざが絶えな

いし、一方が他方に依存しすぎても上手くいかな

い。割れ鍋に綴じ蓋の関係性が一番であろう。 

 本ケースは離婚することもなく、元の鞘に戻っ

て、何とか二人で今後も過ごしていこうという状

態になった。また何かしら問題は起こるかもしれ

ないが、その問題にどう対処していくのか？今回

のことから何か学んでくれればと思う。 

 

 

 

 


